
日本科学教育学会2025年度第5回研究会（北関東支部開催）プログラム

[テーマ] 科学的な資質・能力の育成に向けて
[日　時] 2026年3月15日（日）9:40～16:20
[会　場] 埼玉大学教育学部A棟（A会場：A213教室，B会場：A214教室）
[日　程]

9:00～ 受付
9:40～10:40 研究発表第Ⅰセッション
10:50～11:50 研究発表第Ⅱセッション
11:50～13:00 昼食
13:00～14:00 研究発表第Ⅲセッション
14:10～15:10 研究発表第Ⅳセッション
15:20～16:20 研究発表第Ⅴセッション
16:20 終了

座長 小倉　康（埼玉大学）

A-I-1 9:40-10:00
米国のエレクティブ科目と領域横断的な学び ―ミネソタ州の公立高等学校にお
ける事例からの考察―
○小坂那緒子（東京大学）， 松原憲治（国立教育政策研究所）， Gillian Roehrig
(University of Minnesota)

A-I-2 10:00-10:20 NGSSにおける『科学概念の一貫性』の理論的検討
○古屋光一（上越教育大学）， ケニース L. ホフ（ニューヨーク州ウィリアムズビ
ル中央学区）

A-I-3 10:20-10:40 STEAM教育と「総合的な探究の時間」をつなぐカリキュラムの提案
○松原裕也（栃木県立鹿沼東高等学校）， 人見久城（宇都宮大学）

座長 仲矢　史雄（大阪教育大学）
B-I-1 9:40-10:00 埼玉県立高等学校におけるスクール・ミッションの分類

○丸山雅貴（日本国際学園大学）
B-I-2 10:00-10:20 高校生の課題研究における高大連携の実践，意義，課題についての一考察

○山本昭洋（宮崎大学）， 桑畑真理，木塲康典，猪股秀一（宮崎県立宮崎大宮
高等学校）

B-I-3 10:20-10:40
細孔性錯体結晶による鏡像異性の理解を促す分子構造教材の開発と実践研
究
○伏木綾花（宮城教育大学教育学部）， 三浦多加良，笠井香代子（宮城教育
大学教職大学院）

座長 小坂　那緒子（東京大学）
A-II-1 10:50-11:10 AARサイクル尺度の開発－WWL事業におけるイノベーティブ思考の評価－

○仲矢史雄（大阪教育大学）， 城戸楓 (奈良県立医科大学)

A-II-2 11:10-11:30
生成AI時代における学習成果の変容―活動システムモデルと第三世代活動理
論による検討―
○中野淳， 仲矢史雄（大阪教育大学）

A-II-3 11:30-11:50 ポスト SDGsを見据えた「乳の教育リファレンス」の開発
○原口るみ（東京学芸大学）， 大貫麻美（白百合女子大学），光成有香（尚絅大
学），西垣佳織（聖路加国際大学）

座長 古屋　光一（上越教育大学）

B-II-1 10:50-11:10
ヒグマによる獣害への対策を議論するためのオンライン理科学習プログラムの
開発
○福井智紀（麻布大学）， 松丘楓（横浜創学館高等学校）

B-II-2 11:10-11:30
特別な配慮を必要とする生徒への理科学習の環境整備―すべての生徒の理
科実験を可能にするICT 教材の開発と授業提案―
○三浦多加良（宮城教育大学教職大学院）， 岩舘由美（宮城教育大学附属中
学校），長谷葉子（宮城教育大学特別支援学校），猿渡英之（宮城教育大学教
育学部），笠井香代子（宮城教育大学教職大学院）

B-II-3 11:30-11:50
小学校高学年を対象としたVASI質問紙の妥当性の検討－半構造化インタ
ビューによる事例的検討－
○森川大地（西東京市立栄小学校）， 中村大輝（宮崎大学）

11:50-13:00 昼休憩



座長 中島　雅子（埼玉大学）

A-III-1 13:00-13:20
科学的探究を中核に据えた国際教育プログラムの設計：Deweyの探究理論を
手掛かりとする教員養成の実践研究
○香川奈緒美（島根大学）

A-III-2 13:20-13:40
理科教員養成における「科学を教えることについての学び」を志向した学習プロ
グラムの実践：pedagogical content knowledge を枠組みとして
○越智拓也（成蹊大学理工学部）， 岡部舞（大阪教育大学），柿原豪（新潟医
療福祉大学健康科学部），米田典生（大阪教育大学）

A-III-3 13:40-14:00 指導と評価の一体化に関する研究－OPPA論に注目して－
○鈴木迅人（埼玉大学教育学部）， 中島雅子（埼玉大学）

座長 人見　久城（宇都宮大学）

B-III-1 13:00-13:20
小学校理科における児童の観察のコンピテンシー育成モデルの構築 ―子ども
による理論構築観察に着目して―
○田中礼美（筑波大学大学院人間総合科学学術院）， 山本容子（筑波大学人
間系）

B-III-2 13:20-13:40
概念地図法を用いて理科学習と児童の生活や経験とのつながりを認識させる
理科指導法の開発－小学校第3学年の学年末の振り返りを想定して－
○大久保葵生（埼玉大学教育学部）， 小倉康（埼玉大学）

B-III-3 13:40-14:00
中学校理科における慣性及び慣性質量に関する研究－MIF誤概念の抑制を目
指す指導方略の開発－
○小林和雄（福井大学）

座長 増田　有紀（埼玉大学）
A-IV-1 14:10-14:30 「学校教育の細分化」と「生涯学習の総合化」

○渡辺信　(生涯学習数学研究所）
A-IV-2 14:30-14:50 小学校入門期の算数科における具体物を利用した子どもの操作活動

○石井康博（関西大学 文学部）
A-IV-3 14:50-15:10 （発表取り消し）

座長 福井　智紀（麻布大学）

B-IV-1 14:10-14:30
中学校理科教科書における論証構造の特徴に関する予備的分析：データと結
論の論理的な飛躍に着目して
○村津啓太（大阪信愛学院大学）

B-IV-2 14:30-14:50
Socio-scientific Issuesを文脈としたNature of Science指導の授業デザイン研
究―中学校理科第3学年「エネルギー」領域を事例として―
○南太貴（宮崎大学教職大学院）， 加治屋智弥（宮崎市立木花中学校），野添
生（宮崎大学大学院教育学研究科）

B-IV-3 14:50-15:10
自分の将来と理科を結びつけ，理科を学ぶ意義の認識を促す理科指導法に関
する一考察
○川越皆輝（さいたま市立川通中学校）， 小倉康（埼玉大学）

座長 西澤　由輔（埼玉大学）

A-V-1 15:20-15:40
算数科における割合概念の指導での「式の表現とよみ」の扱い －現行の小学
校高学年の教科書分析を通して－
○牛島茜英， 増田有紀（埼玉大学）

A-V-2 15:40-16:00 ラングレーの問題の補助線に焦点を当てた教材の研究
○原えりさ（埼玉大学大学院）， 増田有紀，西澤由補（埼玉大学）

A-V-3 16:00-16:20 角の概念の学習軌道（Learning Trajectories）の検討と調査の設計
○増田有紀（埼玉大学）

座長 山本　容子（筑波大学人間系）
B-V-1 15:20-15:40 中学生の科学メディアリテラシーを育成するための簡便なチェックリストの検討

○中村天駿（埼玉大学大学院教育学研究科）， 小倉康（埼玉大学）

B-V-2 15:40-16:00
知っている知識を使える知識へと転移させる理科指導－中学校第3学年 「仕事
の原理」で日常生活の道具を再現する活動を通じて－
○橋本直希（埼玉大学教育学部）， 小倉康（埼玉大学）

B-V-3 16:00-16:20
中学生に理科が関わる諸課題の解決に関わる多様な職業を認識させるカード
ゲームを用いた授業の開発
○古谷春樹（埼玉大学教育学部）， 小倉康（埼玉大学）


